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４月：常連に加え、横手の業者も参加し、完売。厳しい製品市場ではあるが相変わらず引き合いは強い。

５月：約6割の売れ行き。全般に単価は弱含みで製品市場の悪さを裏付けた結果となった。
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　賦課金納付期限は7月31日(金)となってお

ります。納付は、組合本所・支所及び下記の

管内金融機関へ納入下さいますようお願いし

ます。なお、秋田しんせい農協では手数料が

かかりません。

【取扱金融機関】

秋田銀行管内各支店／北都銀行管内各支店

／羽後信用金庫本店・各支店／山形銀行本

荘支店／きらやか銀行本荘支店／秋田しん

せい農業協同組合各支店

退職者のお知らせ

加工課長　　三　浦　弘　文

嘱　　託　　佐　藤　洋　子

地域林業と森林組合発展のために頑張っていただ

きました。永い間大変お疲れ様でした。

第２１回 通常総代会第２１回 通常総代会第２１回 通常総代会第２１回 通常総代会第２１回 通常総代会第２１回 通常総代会第２１回 通常総代会第２１回 通常総代会第２１回 通常総代会第２１回 通常総代会第２１回 通常総代会

総務課よりお知らせ
～賦課金納付のお知らせ～

第４９回 秋田県林業経営コンクール及び

間伐功労者　表彰

鈴木　利一　氏九 日 町 部 落

　平成２７年６月５日（金）一般社団法人「秋田県森と水の協会」主

催の表彰式が行われました。受賞誠におめでとうございます。

　今後のさらなるご活躍をご期待申し上げます。

優秀賞
林業経営の部
秋田県森林組合連合会長賞功労の部

間伐推進の部
秋田県知事感謝状

新採用
職員紹介

４月１日付で新しく７名の

新人が仲間入りしました。

加藤　有佑

●本所造林班

●由利本荘市

原田　智和

●本所造林班

●にかほ市

斉藤　　錬

●本所造林班

●由利本荘市

小川　彰典

●本所造林班

●由利本荘市

植野　雄一

●本所造林班

●由利本荘市

猪股　尚弥

●本所造林班

●由利本荘市

髙橋　和弘

●本所造林班

●由利本荘市
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本
日
、
第
21
回
本
荘
由
利
森
林
組
合

通
常
総
代
会
を
開
催
す
る
に
あ
た
り
、
一

言
ご
あ
い
さ
つ
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
例
年
に
な
く
雪
の
少
な
い
冬
が
去
り
、

木
々
の
息
吹
が
感
じ
ら
れ
る
こ
の
ご
ろ
、

由
利
の
山
野
は
深
緑
の
装
い
に
姿
を
替
え

て
お
り
ま
す
。

　
鳥
海
山
を
中
心
と
し
た
一
面
の
森
林
は
、

命
の
源
と
な
る
水
を
供
給
し
、
あ
ま
た
の

動
植
物
を
育
み
、
こ
こ
に
我
々
人
間
の
生

活
を
支
え
て
お
り
ま
す
。

　
戦
後
、
荒
廃
し
た
山
林
を
復
活
さ
せ
よ

う
と
ス
ギ
を
植
え
、
高
度
経
済
成
長
期
に

託
し
た
夢
が
、
い
ま
だ
叶
え
ら
れ
な
い
現

実
が
あ
り
ま
す
。

　
そ
う
し
た
中
、
国
で
は
、
豊
か
な
森
林

資
源
の
循
環
利
用
と
、
地
球
温
暖
化
防
止

対
策
と
し
て
の
間
伐
や
作
業
道
開
設
な

ど
に
よ
り
、
林
業
の
成
長
産
業
化
を
実
現

し
よ
う
と
、
各
種
施
策
を
推
進
し
て
お
り

ま
す
。

　
森
林
組
合
系
統
で
も
、
増
産
が
見
込
ま

れ
る
国
産
材
の
利
用
拡
大
を
目
指
し
て
、

様
々
な
事
業
展
開
を
し
て
お
り
ま
す
が
、

昨
年
10
月
に
は
、
大
局
的
見
地
に
立
ち
、

全
国
木
材
組
合
連
合
会
と
の
連
携
に
よ

る
「
ウ
ッ
ド
フ
ァ
ー
ス
ト
社
会
」
の
実
現

に
向
け
行
動
宣
言
を
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　「
木
材
利
用
の
拡
大
な
く
し
て
森
林
・

林
業
の
活
性
化
は
成
し
え
な
い
」
と
の
認

識
の
も
と
、
木
材
か
ら
非
木
材
へ
の
流
れ

を
変
え
、
木
材
を
優
先
し
て
活
用
す
る
社

会
を
実
現
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

　
当
組
合
で
も
、
こ
の
２
、
３
年
で
整
備

し
ま
し
た
製
材
機
械
や
木
材
乾
燥
機
、
高

性
能
林
業
機
械
等
を
活
用
し
て
、
ス
ギ
素

材
の
増
産
や
、Ｊ
Ａ
Ｓ
工
場
と
し
て
の
緻

密
な
製
品
づ
く
り
に
努
め
、
公
共
建
築
物

へ
の
資
材
供
給
な
ど
、
地
域
産
材
の
生
産
・

加
工
・
販
売
強
化
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
近
年
は
、
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
と
Ｃ
Ｌ
Ｔ

（
直
交
集
成
板
）
に
話
題
が
集
ま
っ
て
お

り
ま
す
が
、Ｃ
Ｌ
Ｔ
に
つ
い
て
は
、
許
認

可
の
問
題
や
生
産
工
場
の
不
足
な
ど
、
普

及
ま
で
に
は
も
う
少
し
時
間
が
必
要
の
よ

う
で
す
。

　
バ
イ
オ
マ
ス
関
連
で
は
、
秋
田
市
に
２

万
キ
ロ
ワ
ッ
ト
の
木
質
バ
オ
イ
マ
ス
発
電

所
が
、
来
年
稼
働
す
る
計
画
で
す
。
10
万

ｔ
の
木
材
が
必
要
と
の
こ
と
で
す
が
、
集

材
圏
内
に
入
る
当
組
合
と
し
て
も
協
力

体
制
を
取
り
な
が
ら
、
素
材
生
産
に
当
た

ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

　
新
た
な
事
業
展
開
と
し
ま
し
て
は
、
組

合
員
の
皆
様
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
樹
立

し
ま
し
た
森
林
経
営
計
画
を
基
本
と
し
て
、

昨
年
度
か
ら
は
両
市
の
所
有
林
の
管
理

委
託
業
務
も
行
う
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
所
有
者
の
区
分
な
く
、
一
体
的
な
森
林

管
理
を
行
う
こ
と
の
重
要
性
を
認
識
い
た

だ
き
、
管
理
を
任
せ
て
い
た
だ
い
た
責
任

を
感
じ
な
が
ら
、
将
来
と
も
緑
溢
れ
る
多

様
性
豊
か
な
山
林
を
造
成
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　
今
年
度
秋
田
県
で
は
、
地
方
創
生
交
付

金
を
活
用
し
た
秋
田
ス
ギ
循
環
利
用
促

進
モ
デ
ル
事
業
と
し
て
、皆
伐
再
造
林
（
皆

伐
か
ら
造
林
・
下
刈
り
ま
で
）
の
一
貫
作

業
に
対
す
る
助
成
を
実
施
す
る
計
画
で

あ
り
ま
す
。

　
持
続
可
能
な
林
業
経
営
を
確
立
す
る

た
め
に
も
、
い
ま
必
須
の
事
業
と
し
て
、

取
り
組
ん
で
ま
い
る
所
存
で
す
。

　
今
年
度
も
役
職
員
一
体
と
な
り
、
年
度

計
画
の
達
成
に
向
け
て
頑
張
っ
て
ま
い
り

ま
す
の
で
、
関
係
各
位
の
ご
指
導
、
ご
教

示
賜
り
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

　
平
成
27
年
５
月
29
日
（
金
）
午
後
１
時
30
分
よ
り
ホ
テ
ル
ア
イ
リ
ス
を
会
場
に
、

第
21
回
通
常
総
代
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
小
松
組
合
長
の
挨
拶
に
続
い
て
、渋
谷
県
議
会
議
長
様
、由
利
地
域
振
興
局
長
様
（
代

理
）、
に
か
ほ
市
長
様
、
小
田
県
議
会
議
員
様
、
農
林
中
央
金
庫
秋
田
支
店
長
様
、
秋

田
県
森
林
組
合
連
合
会
代
表
理
事
会
長
様
（
代
理
）
か
ら
御
祝
辞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
議
長
に
は
大
内
地
区
総
代
の
中
村
勝
男
氏
が
選
任
さ
れ
議
事
が
進
行
さ
れ
ま
し
た
。

　平成２７年度は、間伐などの森づくりをするうえで、知っておくと便利な事柄を " 森づくりのワンポ

イント"として５回にわたって連載する予定ですので、ご活用ください。

　１回目は、スギ林分の健全度についてお知らせいたします。

★スギ林分の健全度を知る尺度の一つに " 形状比 "があります。

　特に、当地域のような積雪地帯では、形状比は７０程度を保つ必要があります。

　形状比８０以上の林分は風・雪害等に対して抵抗性が低くなります。

　＊　健全度：風や雪に強いか否か、適正な成立本数か否かなど

　　　形状比：形状比＝樹高（ｍ）÷胸高直径（ｍ）

　<for.1> 平均樹高１４ｍ、平均胸高直径２０ｃｍの場合の林分の形状比は７０

　　　　・樹高１４（ｍ）÷胸高直径０．２（ｍ）＝形状比７０ 

★今回は、スギ林分の健全度を知るもう一つの尺度として、「胸高断面積計」をご紹介します。

　「胸高断面積計」とは、林分の胸高断面積の総計のこと。

　積雪地帯では、１ha あたり４５㎡～５０㎡程度が健全度が高いといわれています。

　（５０㎡以上は混みすぎ）

　<for.2>２０ｍ×２０ｍ（４００㎡）の標準地内に平均胸高直径が２５ｃｍのスギが３８本ある場合の

　　　　胸高断面積計は

　　　　・直径２５ｃｍのスギ１本の胸高断面積は、約０．０５㎡となりますので、

　　　　　ha あたりの胸高断面積は、０．０５×３８×２５倍（１ha換算）＝４７．５㎡となります。

　　　　　また、この林分の成立本数は９５０本 /haですので、逆に、この林分の適正本数の

　　　　　目安となります。          

 

　<for.3> 標準地内の平均胸高直径が３０ｃｍの場合、胸高断面積計を５０㎡の林分に

　　　　仕立てる場合の１ha あたりの適正な本数は

　　　　・胸高直径が３０ｃｍのスギの断面積は、０．０７㎡ですので、この林分の適正

　　　　　な本数は、５０㎡÷０．０７㎡≒７２０本 /ha 程度となります。

★胸高断面積計に基づく、成立本数は林分の樹高に影響を及ぼす地位（土壌の良し、悪し）に

　関係なく、その林分の適正な本数を知る手掛かりとなります。

★このように、胸高断面積計は、健全度のほかに、適正な仕立て本数を知る目安にもなるので、

　「形状比」に加え「胸高断面積計」の両しばりで、森づくりをすることをおすすめします。

第２１回  第２１回  第２１回  第２１回  第２１回  本荘由利森林組合通常総代会  開催本荘由利森林組合通常総代会  開催本荘由利森林組合通常総代会  開催本荘由利森林組合通常総代会  開催本荘由利森林組合通常総代会  開催本荘由利森林組合通常総代会  開催本荘由利森林組合通常総代会  開催本荘由利森林組合通常総代会  開催本荘由利森林組合通常総代会  開催本荘由利森林組合通常総代会  開催本荘由利森林組合通常総代会  開催本荘由利森林組合通常総代会  開催本荘由利森林組合通常総代会  開催本荘由利森林組合通常総代会  開催本荘由利森林組合通常総代会  開催本荘由利森林組合通常総代会  開催本荘由利森林組合通常総代会  開催第２１回  本荘由利森林組合通常総代会  開催

来
賓
ご
芳
名
（
順
不
同
）

ご

挨

拶

代
表
理
事
組
合
長

　小
松

　佳
和

県
議
会
議
長

　
　
　
　渋

　谷

　正

　敏

　様

由
利
地
域
振
興
局
長

　代
理

　農
林
部
長

　
　
　
　櫻

　田

　良

　弘

　様

に
か
ほ
市
長

　
　
　
　横

　山

　忠

　長

　様

県
議
会
議
員

　
　
　
　小

　田

　美
恵
子

　様

県
議
会
議
員

　
　
　
　三

　浦

　英

　一

　様

県
議
会
議
員

　
　
　
　加

　藤

　鉱

　一

　様

農
林
中
央
金
庫
秋
田
支
店
長

　
　
　
　山

　本

　興
一
郎

　様

秋
田
県
森
林
組
合
連
合
会

代
表
理
事
会
長

　代
理

　代
表
理
事
専
務

　
　
　
　福

　井

　敬

　二

　様

由
利
森
林
管
理
署
長

　
　
　
　小

　野

　義

　秀

　様

に
か
ほ
市
議
会
議
長

　
　
　
　菊

　地

　
　
　衛

　様

森
林
整
備
セ
ン
タ
ー

　

秋
田
水
源
林
整
備
事
務
所
長

　
　
　
　神

　尾

　則

　好

　様

由
利
本
荘
市
長

　代
理

　農
山
漁
村
振
興
課
長

　
　
　
　松

　永

　
　
　剛

　様

農
林
部
森
づ
く
り
推
進
課
長

　
　
　
　原

　田

　久

　夫

　様

第１回森づくりのワンポイント

スギ林分の健全度と適正本数
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来
賓
祝
辞
と
い
た
し
ま
し
て
、
県
議
会
議
長
渋
谷
正

敏
様
か
ら
「
先
日
の
新
聞
で
、
２
０
１
４
年
度
の
県
森

連
の
原
木
販
売
数
量
と
販
売
額
が
過
去
最
高
と
な
っ
た

と
い
う
嬉
し
い
ニ
ュ
ー
ス
を
見
ま
し
た
。
県
産
材
の
需

要
拡
大
な
ど
、
業
界
を
取
り
巻
く
環
境
が
好
転
に
向
い

て
い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
政
府
で
は
、
地
方
創
生
の
中
で
、
林
業
の
成
長
産
業

化
を
唱
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
将
来
に
向
け
林
業
に
は

明
る
い
も
の
が

あ
る
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。

　
ま
た
、〝
や
る

気
の
あ
る
事
業

体
〞
に
は
積
極

的
に
応
援
す
る

と
し
て
お
り
、

今
後
は
各
組
合

の
力
量
が
問
わ

れ
る
事
に
な
り

ま
す
。
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通
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ま
た
、
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年
度
は
由
利
本
荘
市

か
ら
の
委
託
を
受
け
て
４
名
の
人

材
育
成
事
業
に
取
り
組
ん
で
い

る
。
期
間
は
１
年
で
あ
る
の
で
、

各
企
業
体
へ
の
就
労
の
た
め
の
ス
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プ
と
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て
、
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礎
的
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技
術

を
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に
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導
す
る
こ
と
と
し
て
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る
。

県議会議長　　渋谷　正敏様

議長　　中村　勝男氏

１．今年度の当管内森林整備予算     

　今年度の当管内森林整備予算は約３６９百万円（補助金額）となっております。

　今年度も昨年度同様に組合員のご理解を得ながら森林整備事業を推進して参りますのでご協力をお願いし

ます。

　注）採択要件が変更されております。採択されない場合もありますので作業前に必ずご連絡ください。

２．補助金を受けるための条件

　下記の補助金を受けるためには、「森林経営計画の認定」が必要となります。

　※１施行地 ０．１０ｈａ以上の実施が必要です。

３．平成２７年度　造林補助事業種別補助金額（森林環境保全直接支援事業）

作　業　種 対　象　林　齢 採択要件・留意事項　等

補助金額（１ha当り）

※普通苗

備　考

組 合 作 業 所有者作業

植
　
　
　
　
　
栽

ス　ギ

マ　ツ

広葉樹Ａ

広葉樹Ｂ

広葉樹Ｃ

̶

・区　分

　　　（スギ）①植栽本数 1,500～1,799本

　　　（スギ）②植栽本数 1,800～2,099本

（スギ、マツ）③植栽本数 2,100～2,499本

（スギ、マツ）④植栽本数 2,500～3,000本

・枯損率　20％未満

・再造林、拡大造林の区分無し

・広葉樹Ａ：苗高 50cm以上

・広葉樹Ｂ：苗高 100cm以上

・広葉樹Ｃ：苗高 150cm以上

・5ha以上の集約化かつ10㎥／ha以上の

　搬出必要

・過去5年以内に補助金を受領していないこと
・材積が確認できる納品伝票等、はい積み

　状況写真必要

・間伐と更新伐あわせて5ha以上で申請可

m当

・土構造を基本とし、繰り返しの使用に

　耐えるもの

・幅員（2.0／2.5／3.0）m × 地山勾配で区分

・最急縦断勾配 30％（11.9°）／100m以内

・出来形管理、写真管理、台帳整備必要

※路網密度150m／ha以下

・1年生、2年生～、2回刈の区分無し

・雪圧倒伏率30％（6年以上は50％）以上で採択
・区域面積×被害率＝実施面積で申請

・仕上げ幅　　　2.0m未満（若齢木）
　　　　　　又は2.0m以上6.0m以下
・実施本数 100本～2,500本／ha

・刈　払　率　100％以上

・過去5年以内に補助金を受領していないこと

・伐採本数率　20％以上

・過去5年以内に補助金を受領していないこと

・伐採本数率　20％以上

・伐採材積率35％以下
・標準単価 10㎥～80㎥／haで10㎥刻み

・伐採本数率　56％以上
・2年経過後、更新完了の確認必要

単層林：1～ 7 年生
複層林：1～25年生

2～15年生

11～100年生

11～90年生

上記の作業に係わる
作業道の開設

11～30年生

11～25年生
天然林は40年生まで

35年生以下又は伐採対象木の
平均胸高直径18cm未満

602,000
～812,000

106,000

108,000

88,000

481,000
～648,000

519,000
～571,000

414,000
～456,000

1,121,000
～1,305,000

895,000
～1,041,000

1,726,000
～2,040,000
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～147,000
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～93,000

124,000
～358,000
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～285,000

556
～1,559
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70,000
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～74,000

444
～1,245

57,000
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1,377,000
～1,629,000

2,537,000
～3,028,000

2,025,000
～2,417,000

下　　刈

雪起こし

枝 打 ち

除伐（刈払）

保育間伐

間　　伐

更 新 伐

間伐・更新伐

共　通

森林作業道
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１．今年度の当管内森林整備予算     

　今年度の当管内森林整備予算は約３６９百万円（補助金額）となっております。

　今年度も昨年度同様に組合員のご理解を得ながら森林整備事業を推進して参りますのでご協力をお願いし

ます。

　注）採択要件が変更されております。採択されない場合もありますので作業前に必ずご連絡ください。

２．補助金を受けるための条件

　下記の補助金を受けるためには、「森林経営計画の認定」が必要となります。

　※１施行地 ０．１０ｈａ以上の実施が必要です。

３．平成２７年度　造林補助事業種別補助金額（森林環境保全直接支援事業）

作　業　種 対　象　林　齢 採択要件・留意事項　等

補助金額（１ha当り）

※普通苗

備　考

組 合 作 業 所有者作業

植
　
　
　
　
　
栽

ス　ギ

マ　ツ

広葉樹Ａ

広葉樹Ｂ

広葉樹Ｃ

̶

・区　分

　　　（スギ）①植栽本数 1,500～1,799本

　　　（スギ）②植栽本数 1,800～2,099本

（スギ、マツ）③植栽本数 2,100～2,499本

（スギ、マツ）④植栽本数 2,500～3,000本

・枯損率　20％未満

・再造林、拡大造林の区分無し

・広葉樹Ａ：苗高 50cm以上

・広葉樹Ｂ：苗高 100cm以上

・広葉樹Ｃ：苗高 150cm以上

・5ha以上の集約化かつ10㎥／ha以上の

　搬出必要

・過去5年以内に補助金を受領していないこと
・材積が確認できる納品伝票等、はい積み

　状況写真必要

・間伐と更新伐あわせて5ha以上で申請可

m当

・土構造を基本とし、繰り返しの使用に

　耐えるもの

・幅員（2.0／2.5／3.0）m × 地山勾配で区分

・最急縦断勾配 30％（11.9°）／100m以内

・出来形管理、写真管理、台帳整備必要

※路網密度150m／ha以下

・1年生、2年生～、2回刈の区分無し

・雪圧倒伏率30％（6年以上は50％）以上で採択
・区域面積×被害率＝実施面積で申請

・仕上げ幅　　　2.0m未満（若齢木）
　　　　　　又は2.0m以上6.0m以下
・実施本数 100本～2,500本／ha

・刈　払　率　100％以上

・過去5年以内に補助金を受領していないこと

・伐採本数率　20％以上

・過去5年以内に補助金を受領していないこと

・伐採本数率　20％以上

・伐採材積率35％以下
・標準単価 10㎥～80㎥／haで10㎥刻み

・伐採本数率　56％以上
・2年経過後、更新完了の確認必要

単層林：1～ 7 年生
複層林：1～25年生

2～15年生

11～100年生

11～90年生

上記の作業に係わる
作業道の開設

11～30年生

11～25年生
天然林は40年生まで

35年生以下又は伐採対象木の
平均胸高直径18cm未満
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414,000
～456,000

1,121,000
～1,305,000

895,000
～1,041,000

1,726,000
～2,040,000

40,000
～147,000

57,000
～93,000

124,000
～358,000

99,000
～285,000

556
～1,559

72,000
～682,000

85,000

86,000

70,000

32,000
～117,000

46,000
～74,000

444
～1,245

57,000
～544,000

1,377,000
～1,629,000

2,537,000
～3,028,000

2,025,000
～2,417,000

下　　刈

雪起こし

枝 打 ち

除伐（刈払）

保育間伐

間　　伐

更 新 伐

間伐・更新伐

共　通

森林作業道

平成27年度　造林補助事業について
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本
日
、
第
21
回
本
荘
由
利
森
林
組
合

通
常
総
代
会
を
開
催
す
る
に
あ
た
り
、
一

言
ご
あ
い
さ
つ
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
例
年
に
な
く
雪
の
少
な
い
冬
が
去
り
、

木
々
の
息
吹
が
感
じ
ら
れ
る
こ
の
ご
ろ
、

由
利
の
山
野
は
深
緑
の
装
い
に
姿
を
替
え

て
お
り
ま
す
。

　
鳥
海
山
を
中
心
と
し
た
一
面
の
森
林
は
、

命
の
源
と
な
る
水
を
供
給
し
、
あ
ま
た
の

動
植
物
を
育
み
、
こ
こ
に
我
々
人
間
の
生

活
を
支
え
て
お
り
ま
す
。

　
戦
後
、
荒
廃
し
た
山
林
を
復
活
さ
せ
よ

う
と
ス
ギ
を
植
え
、
高
度
経
済
成
長
期
に

託
し
た
夢
が
、
い
ま
だ
叶
え
ら
れ
な
い
現

実
が
あ
り
ま
す
。

　
そ
う
し
た
中
、
国
で
は
、
豊
か
な
森
林

資
源
の
循
環
利
用
と
、
地
球
温
暖
化
防
止

対
策
と
し
て
の
間
伐
や
作
業
道
開
設
な

ど
に
よ
り
、
林
業
の
成
長
産
業
化
を
実
現

し
よ
う
と
、
各
種
施
策
を
推
進
し
て
お
り

ま
す
。

　
森
林
組
合
系
統
で
も
、
増
産
が
見
込
ま

れ
る
国
産
材
の
利
用
拡
大
を
目
指
し
て
、

様
々
な
事
業
展
開
を
し
て
お
り
ま
す
が
、

昨
年
10
月
に
は
、
大
局
的
見
地
に
立
ち
、

全
国
木
材
組
合
連
合
会
と
の
連
携
に
よ

る
「
ウ
ッ
ド
フ
ァ
ー
ス
ト
社
会
」
の
実
現

に
向
け
行
動
宣
言
を
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　「
木
材
利
用
の
拡
大
な
く
し
て
森
林
・

林
業
の
活
性
化
は
成
し
え
な
い
」
と
の
認

識
の
も
と
、
木
材
か
ら
非
木
材
へ
の
流
れ

を
変
え
、
木
材
を
優
先
し
て
活
用
す
る
社

会
を
実
現
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

　
当
組
合
で
も
、
こ
の
２
、
３
年
で
整
備

し
ま
し
た
製
材
機
械
や
木
材
乾
燥
機
、
高

性
能
林
業
機
械
等
を
活
用
し
て
、
ス
ギ
素

材
の
増
産
や
、Ｊ
Ａ
Ｓ
工
場
と
し
て
の
緻

密
な
製
品
づ
く
り
に
努
め
、
公
共
建
築
物

へ
の
資
材
供
給
な
ど
、
地
域
産
材
の
生
産
・

加
工
・
販
売
強
化
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
近
年
は
、
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
と
Ｃ
Ｌ
Ｔ

（
直
交
集
成
板
）
に
話
題
が
集
ま
っ
て
お

り
ま
す
が
、Ｃ
Ｌ
Ｔ
に
つ
い
て
は
、
許
認

可
の
問
題
や
生
産
工
場
の
不
足
な
ど
、
普

及
ま
で
に
は
も
う
少
し
時
間
が
必
要
の
よ

う
で
す
。

　
バ
イ
オ
マ
ス
関
連
で
は
、
秋
田
市
に
２

万
キ
ロ
ワ
ッ
ト
の
木
質
バ
オ
イ
マ
ス
発
電

所
が
、
来
年
稼
働
す
る
計
画
で
す
。
10
万

ｔ
の
木
材
が
必
要
と
の
こ
と
で
す
が
、
集

材
圏
内
に
入
る
当
組
合
と
し
て
も
協
力

体
制
を
取
り
な
が
ら
、
素
材
生
産
に
当
た

ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

　
新
た
な
事
業
展
開
と
し
ま
し
て
は
、
組

合
員
の
皆
様
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
樹
立

し
ま
し
た
森
林
経
営
計
画
を
基
本
と
し
て
、

昨
年
度
か
ら
は
両
市
の
所
有
林
の
管
理

委
託
業
務
も
行
う
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
所
有
者
の
区
分
な
く
、
一
体
的
な
森
林

管
理
を
行
う
こ
と
の
重
要
性
を
認
識
い
た

だ
き
、
管
理
を
任
せ
て
い
た
だ
い
た
責
任

を
感
じ
な
が
ら
、
将
来
と
も
緑
溢
れ
る
多

様
性
豊
か
な
山
林
を
造
成
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　
今
年
度
秋
田
県
で
は
、
地
方
創
生
交
付

金
を
活
用
し
た
秋
田
ス
ギ
循
環
利
用
促

進
モ
デ
ル
事
業
と
し
て
、皆
伐
再
造
林
（
皆

伐
か
ら
造
林
・
下
刈
り
ま
で
）
の
一
貫
作

業
に
対
す
る
助
成
を
実
施
す
る
計
画
で

あ
り
ま
す
。

　
持
続
可
能
な
林
業
経
営
を
確
立
す
る

た
め
に
も
、
い
ま
必
須
の
事
業
と
し
て
、

取
り
組
ん
で
ま
い
る
所
存
で
す
。

　
今
年
度
も
役
職
員
一
体
と
な
り
、
年
度

計
画
の
達
成
に
向
け
て
頑
張
っ
て
ま
い
り

ま
す
の
で
、
関
係
各
位
の
ご
指
導
、
ご
教

示
賜
り
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

　
平
成
27
年
５
月
29
日
（
金
）
午
後
１
時
30
分
よ
り
ホ
テ
ル
ア
イ
リ
ス
を
会
場
に
、

第
21
回
通
常
総
代
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
小
松
組
合
長
の
挨
拶
に
続
い
て
、渋
谷
県
議
会
議
長
様
、由
利
地
域
振
興
局
長
様
（
代

理
）、
に
か
ほ
市
長
様
、
小
田
県
議
会
議
員
様
、
農
林
中
央
金
庫
秋
田
支
店
長
様
、
秋

田
県
森
林
組
合
連
合
会
代
表
理
事
会
長
様
（
代
理
）
か
ら
御
祝
辞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
議
長
に
は
大
内
地
区
総
代
の
中
村
勝
男
氏
が
選
任
さ
れ
議
事
が
進
行
さ
れ
ま
し
た
。

　平成２７年度は、間伐などの森づくりをするうえで、知っておくと便利な事柄を " 森づくりのワンポ

イント"として５回にわたって連載する予定ですので、ご活用ください。

　１回目は、スギ林分の健全度についてお知らせいたします。

★スギ林分の健全度を知る尺度の一つに " 形状比 "があります。

　特に、当地域のような積雪地帯では、形状比は７０程度を保つ必要があります。

　形状比８０以上の林分は風・雪害等に対して抵抗性が低くなります。

　＊　健全度：風や雪に強いか否か、適正な成立本数か否かなど

　　　形状比：形状比＝樹高（ｍ）÷胸高直径（ｍ）

　<for.1> 平均樹高１４ｍ、平均胸高直径２０ｃｍの場合の林分の形状比は７０

　　　　・樹高１４（ｍ）÷胸高直径０．２（ｍ）＝形状比７０ 

★今回は、スギ林分の健全度を知るもう一つの尺度として、「胸高断面積計」をご紹介します。

　「胸高断面積計」とは、林分の胸高断面積の総計のこと。

　積雪地帯では、１ha あたり４５㎡～５０㎡程度が健全度が高いといわれています。

　（５０㎡以上は混みすぎ）

　<for.2>２０ｍ×２０ｍ（４００㎡）の標準地内に平均胸高直径が２５ｃｍのスギが３８本ある場合の

　　　　胸高断面積計は

　　　　・直径２５ｃｍのスギ１本の胸高断面積は、約０．０５㎡となりますので、

　　　　　ha あたりの胸高断面積は、０．０５×３８×２５倍（１ha換算）＝４７．５㎡となります。

　　　　　また、この林分の成立本数は９５０本 /haですので、逆に、この林分の適正本数の

　　　　　目安となります。          

 

　<for.3> 標準地内の平均胸高直径が３０ｃｍの場合、胸高断面積計を５０㎡の林分に

　　　　仕立てる場合の１ha あたりの適正な本数は

　　　　・胸高直径が３０ｃｍのスギの断面積は、０．０７㎡ですので、この林分の適正

　　　　　な本数は、５０㎡÷０．０７㎡≒７２０本 /ha 程度となります。

★胸高断面積計に基づく、成立本数は林分の樹高に影響を及ぼす地位（土壌の良し、悪し）に

　関係なく、その林分の適正な本数を知る手掛かりとなります。

★このように、胸高断面積計は、健全度のほかに、適正な仕立て本数を知る目安にもなるので、

　「形状比」に加え「胸高断面積計」の両しばりで、森づくりをすることをおすすめします。

第２１回  本荘由利森林組合通常総代会  開催

来
賓
ご
芳
名
（
順
不
同
）

ご

挨

拶

代
表
理
事
組
合
長

　小
松

　佳
和

県
議
会
議
長

　
　
　
　渋

　谷

　正

　敏

　様

由
利
地
域
振
興
局
長

　代
理

　農
林
部
長

　
　
　
　櫻

　田

　良

　弘

　様

に
か
ほ
市
長

　
　
　
　横

　山

　忠

　長

　様

県
議
会
議
員

　
　
　
　小

　田

　美
恵
子

　様

県
議
会
議
員

　
　
　
　三

　浦

　英

　一

　様

県
議
会
議
員

　
　
　
　加

　藤

　鉱

　一

　様

農
林
中
央
金
庫
秋
田
支
店
長

　
　
　
　山

　本

　興
一
郎

　様

秋
田
県
森
林
組
合
連
合
会

代
表
理
事
会
長

　代
理

　代
表
理
事
専
務

　
　
　
　福

　井

　敬

　二

　様

由
利
森
林
管
理
署
長

　
　
　
　小

　野

　義

　秀

　様

に
か
ほ
市
議
会
議
長

　
　
　
　菊

　地

　
　
　衛

　様

森
林
整
備
セ
ン
タ
ー

　

秋
田
水
源
林
整
備
事
務
所
長

　
　
　
　神

　尾

　則

　好

　様

由
利
本
荘
市
長

　代
理

　農
山
漁
村
振
興
課
長

　
　
　
　松

　永

　
　
　剛

　様

農
林
部
森
づ
く
り
推
進
課
長

　
　
　
　原

　田

　久

　夫

　様
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スギ林分の健全度と適正本数
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　m

3.65

径　級

　cm

ス

　
　ギ

16～22

24～34

高　値 安　値 平均価格

出材量・販売量・販売率

４月：常連に加え、横手の業者も参加し、完売。厳しい製品市場ではあるが相変わらず引き合いは強い。

５月：約6割の売れ行き。全般に単価は弱含みで製品市場の悪さを裏付けた結果となった。

(3, 078)
11, 079 

(3, 500)
12, 599 

(3, 139)
11, 301 

(2, 800)
10, 079 

(2, 986)
10, 750 

(3, 450)
12, 419 

高　値 安　値 平均価格

(3, 386)
12, 190 

(3, 849)
13, 857 

(3, 334)
12, 004 

(2, 997)
10, 790 

(3, 126)
11, 256 

(3, 484)
12, 541 

727㎥(2,617石)・727㎥(2,617石)
100%

939㎥(3,380石)・589㎥(2,120石)
63%

　賦課金納付期限は7月31日(金)となってお

ります。納付は、組合本所・支所及び下記の

管内金融機関へ納入下さいますようお願いし

ます。なお、秋田しんせい農協では手数料が

かかりません。

【取扱金融機関】

秋田銀行管内各支店／北都銀行管内各支店

／羽後信用金庫本店・各支店／山形銀行本

荘支店／きらやか銀行本荘支店／秋田しん

せい農業協同組合各支店

退職者のお知らせ

加工課長　　三　浦　弘　文

嘱　　託　　佐　藤　洋　子

地域林業と森林組合発展のために頑張っていただ

きました。永い間大変お疲れ様でした。

第２１回 通常総代会

総務課よりお知らせ
～賦課金納付のお知らせ～

総務課よりお知らせ
～賦課金納付のお知らせ～

第４９回 秋田県林業経営コンクール及び

間伐功労者　表彰

鈴木　利一　氏九 日 町 部 落

　平成２７年６月５日（金）一般社団法人「秋田県森と水の協会」主

催の表彰式が行われました。受賞誠におめでとうございます。

　今後のさらなるご活躍をご期待申し上げます。

優秀賞
林業経営の部
秋田県森林組合連合会長賞功労の部

間伐推進の部
秋田県知事感謝状

新採用
職員紹介

４月１日付で新しく７名の

新人が仲間入りしました。

加藤　有佑

●本所造林班

●由利本荘市

原田　智和

●本所造林班

●にかほ市

斉藤　　錬

●本所造林班

●由利本荘市

小川　彰典

●本所造林班

●由利本荘市

植野　雄一

●本所造林班

●由利本荘市

猪股　尚弥

●本所造林班

●由利本荘市

髙橋　和弘

●本所造林班

●由利本荘市


